
 
 
     SMTP認証を行う sendmail の設定                 2004/04/02 
 
 Redhat Linux 8,0J をプラットフォームにして、最新の sendmailの配布版を利用して、メールサーバを作成
する事を目的とし、sendmailの設定方法を記述します。 Redhat 8.0Jで供給するSASLのバージョンは、 
sasl-1.5.24 ですが、これはパケージとしては古いので、新しいものと入れ替えます。 
 
 
１． 設定の手順 
 
  以下の操作を行います。 
  これらは、すべてroot権限で行います。 
 

(1) Cyrus-SASL（v2）の最新版をダウンロードして解凍します 
(2) Cyrus-SASL をコンパイルしてインストールします。 
(3) sendmail の最新版をダウンロードして解凍します 
(4) sendmail をコンパイルしてインストールします 
(5) 設定ファイルを作成します 
(6) システムの環境を設定して、メールの送受信が出来る様にします 

 
 
 
 
２． SASLのダウンロードと解凍 そして SASLの設定 
 

SASLは、 SASL Library のページ http://asg.web.cmu.edu/sasl/ から、ダウンロードが出来ます。ダ
ウンロードページは、 
http://ftp.andrew.cmu.edu/pub/cyrus-mail/ 又は、ftp://ftp.andrew.cmu.edu/pub/cyrus-mail/ です。 
現在の最新版は、 
  cyrus-sasl-1.5.28 （SASLv1）又は、 cyrus-sasl-2.1.18 （SASLv2）です。 
cyrus-sasl を使用する為には、gdbm というパッケージが必要と書いて有りますが、Redhat 8.0J では、 
  rpm –qa | grep gdbm  
とやると、 
  gdbm-1.8.0-18 
がインストールされている事が判るので、これを、そのまま使用します。 
 
SASLには、SASLv1 と SASLv2 が有り、いづれも利用できますが、通常SASLと呼ばれるものは、SASLv1
で、SASLv2は、SASL2と呼ばれています。 
 
cyrus-sasl をダウンロードしたら、ソースファイルからビルドするので、専用のディレクトリに置きます。 
筆者は、/packages/saslを使用しています。 
 
以降の説明では、SASLv2 について説明します。 
 
/packages/sasl に cyrus-sasl-2.1.18.tar.gz をダウンロードします。 
  gunzip  cyrus-sasl-2.1.18.tar.gz 
で、cyrus-sasl-2.1.18.tar を作成します。 
  tar  xvf  cyrus-sasl-2.1.18.tar 
とやると、 /packages/sasl/cyrus-sasl-2.1.18というディレクトリにソースファイルが解凍されます。 
 
このディレクトリに移って、 
   ./configure 

http://asg.web.cmu.edu/sasl/
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  ./configure  --prefix=/usr/local  -enable-login=yes  –with-dbpath=/etc/mail/sasldb2  
    make 
    make  install 
で、ビルド ＆ インストールします。 
LOGIN認証が必要ならば、-enable-login=yes  の指定が必要です。 
（ Microsoft Outlook は LOGIN認証を使っている ） 
この場合、SASLのデータベース（ sasldb2 ）は、デフォルト設定では、 
  /etc/sasldb2 
です。データベースを、/etc/mail/sasldb2 にしたい時は、 
  ./configure  --prefix=/usr/local  -enable-login=yes  –with-dbpath=/etc/mail/sasldb2 
の様にします。ここでは、/etc/mail/sasldb2 にします。 
 

      すると、/usr/local の下の、 
           include 
           lib 
           man 
           sbin 
      のディレクトリの下に、必要なファイルが設定されます。 
    
   （注） ./configure の設定を変えた場合は、 
       make  clean 
              make 
              で再コンパイルします。 
       各ディレクトリには、次の様なファイルが出来ます。 
 
     

 
 
 
     このうち、/usr/local/sbin/sasl* 
          は、/usr/sbin   にコピーしてしまいます。 
       cp  -dpR  /usr/local/sbin/sasl*  /usr/sbin/. 
          /usr/local/lib の下もコピーしてしまいます。 
       cp  -dpR /usr/local/lib/*  /usr/lib/. 



          /usr/local/include の下もコピーしてしまいます。 
       cp –dpR  /usr/local/include/*  /usr/include/. 
 
          /usr/sbin/saslpasswd2 –v 
          とやって、コマンドが動作する事を確かめます。 
 
     /usr/sbin/saslpasswd2 –c test –u toyosysgi.co.jp   
          とやって、SASLユーザを登録します。 
     -f オプションでデータベースを指定しますが、./configure で指定したパスはデフォルトで 
     仕様されるので、 -f が必要な事は無いでしょう。 
 
 
 
３． sendmail のダウンロード と 解凍 

 

公式サイト www.sendmail.org から、最新版（この文書作成辞典では、 sendmail-8.12.11）をダウンロー

ドします。 

ここでは、SASL 又は SASL2 の認証を必要とするので、sendmailは、再コンパイルする必要が有るので、

ソースファイルをダウンロードします。 

  sendmail-8.13.3.tar.gz 

をダウンロードしました。 

ダウンロードしたファイルを解凍するディレクトリに置きます。 

筆者は、 /packages/sendmail ディレクトリを作成し、その中に各バージョンの sendmail をディレクトリを

分けて使用しています。具体的には、 /packages/sendmail に sendmail-8.13.3.tar.gz を置いて、 

  gunzip  sendmail-8.13.3.tar.gz 

とやると、 sendmail-8.13.3.tar が出来るので、 

  tar  xvf  sendmail-8.13.3.tar 

とやると、 

  /packages/sendmail/sendmail-8.13.3 

に、ソースファイル一式が展開されます。 
 
 
（１）site.config.m4 ファイルの作成 
 
   特別なコンパイルオプションは、/packages/sendmail/sendmail-8.13.3 の下の 
     devtools/Site 
      の site.config.m4 ファイルに記述します。 
   SASL v2 を利用するので、以下の様に設定します。 
   
 
 
 

http://www.sendmail.org/


 
 
 

    
 
 
 
（２） コンパイルとインストール 
 
   /packages/sendmail/sendmail-8.13.3 で 
      sh Build –c  
      とやります。 -c オプションは、クリーン指定です。 
   ｄevtools/Site のサイトコンフィグファイルが、別の名前の時は、 
      Sh Build –c –f site.XXXX 
      で良いようです。 
 
   Sh Build install 
      で、インストールされます。 
   sendmail の実行形式は 
     /usr./sbin/sendmail; 
      に作成されます。 
 
 
 
 
（３） テスト実行 
 
 

/usr/sbin/sendmail  -d0.10 
とやります。 
以下の様になれば、OKです。 



 
 
 
    

 
 
 



 
 
（４） テスト 
 

sendmail をデーモンとして起動し、メール送信を行って、通信ログを見てみます。 
    以下の様になれば、成功です。 
 
 
 
  

 
 
 
 
             使用可能な、認証方式の通知 
             LOGINも使える。 
 
 
 


